
15 ● ネットワーク通信  No.76

物が老朽化しつつあるため、大規模更新・修繕を行う
「高速道路リニューアルプロジェクト」を進めています。
２つ目の道路建設事業では、首都圏における環状道路
の整備や４車線化など、高速道路ネットワークの整備
を着実かつ効率的に進め、渋滞緩和や沿線地域の利便
性向上などに努めています。３つ目のサービスエリア
事業では、地域活性化につながる個性的かつ魅力的な
エリアづくりを進めています。その他にも経営資源を
有効活用し多様な関連ビジネスを展開しています。

東京外環プロジェクトとシールドトンネル工事
　東京外かく環状道路（外環道）は、都心から約15キ
ロメートル圏域を環状に結ぶ、延長約85キロメートル
の高速道路で、首都圏の渋滞緩和、環境改善、円滑な
交通ネットワークを実現する目的で建設されていま
す。現在施工中の関越自動車道（関越）から東名高速
道路（東名）までを結ぶ延長約16キロメートルの区間
は、本線の大部分を地下40メートル以深（大深度地下）
に建設する初めての道路事業です。沿道環境に配慮し
たトンネル構造で、国土交通省とＮＥＸＣＯ中日本、
ＮＥＸＣＯ東日本の共同で事業を進めています。現在、
関越から東名間の環状８号線は所要時間が約60分です
が、外環道が整備されると約12分に短縮されます。ま
た、幹線道路の交通量が減少することにより安全な生
活道路を構築し、災害や事故の時も速やかに移動でき
ます。

　施工中の本線は、東名に向かう「南行トンネル」と
関越に向かう「北行トンネル」の２本のトンネルで構
成され、片側３車線、計６車線の道路となります。各
トンネルの始点・終点から、計４基のシールドマシン

（掘削機）で掘削工事を進めるシールド工法で、シー

●	ＮＥＸＣＯ東日本からの説明

ＮＥＸＣＯ東日本の事業概要
　ＮＥＸＣＯ東日本は2005年10月１日、旧日本道路
公団の分割民営化により設立されました。従業員数は
約2200人、グループ全体では約１万4000人となって
います。新潟県や長野県の一部を含む関東以北から北
海道までの広範囲なエリアを管轄し、営業延長は約
3900キロメートル、一日の利用台数は約290万台に上
ります。
　同社は「あなたに、ベスト・ウェイ。」をコーポレー
トスローガンに、主に３つの事業に取り組んでいます。
１つ目の管理事業では、24時間365日、安全・安心で
快適な高速道路を支えるために、高速道路の保全と
サービスの充実に努めています。同社が管理する高速
道路のうち約４割が供用開始から30年以上経過し構造

案内センターで東京外環プロジェクトの説明を聞く

より安全で快適に、
「あなたに、ベスト・ウェイ。」を目指して！
５月16日、東日本高速道路（ＮＥＸＣＯ東日本）
の東京外かく環状道路大泉ＪＣＴ（ジャンクショ
ン）工事現場（東京都練馬区）、Ｐａｓａｒ羽生・
鬼平江戸処（埼玉県羽生市）、関東支社道路管制
センター（埼玉県さいたま市）で、「企業と生活
者懇談会」を開催し、生活者17名が参加しました。
同社の概要、東京外環プロジェクトと工事概要に
ついて説明を受けた後、大泉ＪＣＴ工事現場を見
学。その後、道路管制センターを見学し、質疑懇
談を行いました。
ＮＥＸＣＯ東日本からは、広報･ＣＳＲ部広報課
の河内康髙課長、仁木啓太係長、関東支社の総合
企画部広報課松下幸之助課長、東京外環工事事務
所安原正幸副所長、藤原達範工務課長、道路管制
センター交通管理課加賀田正則課長、前田信課長
代理、東北自動車道鬼平江戸処マネジメントオフィ
スの山田嘉則副館長が出席しました。

第220回【埼玉　2018年５月16日】

東日本高速道路株式会社
東京外かく環状道路大泉ＪＣＴ工事現場
関東支社道路管制センター
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シールドマシン発進ヤードから約６キロメートル先の
仮置き場まで運搬することにより、使用するトラック
数を減らし周辺道路への影響を緩和しているのが特徴
です。運搬された土砂は土壌分析を行い、環境上の問
題がないことを確認後、他の事業などに使用されてい
ます。参加者は迫力ある工事現場の様子を見学しなが
ら、工事の配慮や工夫に感心していました。

東北道羽生ＰＡ（パーキングエリア）
　その後、東北道羽生ＰＡ「Ｐａｓａｒ羽生」（下り線）、

「鬼平江戸処」（上り線）を見学しました。
　ＮＥＸＣＯ東日本が管理運営するＳＡ（サービスエ
リア）・ＰＡは197カ所。独自の世界観を演出した２カ
所の「テーマ型エリア」、旅のドラマを演出する16カ
所の「ドラマチックエリア」、そしてＮＥＸＣＯ東日本
の旗艦店として展開している６カ所の「Ｐａｓａｒ」

（パーキングエリアのＰＡ・サービスエリアのＳＡ・リ
ラクゼーション：RelaxationのＲを組み合わせたもの）
があります。

　「Ｐａｓａｒ羽生」は、和風モダンをコンセプトに“東
北道における旅の始まり”をイメージし、「テーマ型

ルドマシンの外径は約16メートル、重量は東京タワー
に匹敵する約4000トンと、国内最大、世界的にも最大
規模のシールドトンネル工事です。シールドマシン前
面のカッターヘッド（超硬合金のビットと呼ばれる歯
が放射線状に配置されている）が回転し土を削り、削
られた土をスクリューコンベヤーで後方へ運び、地上
へ続くベルトコンベヤーで搬出します。トンネルの壁
にシールドジャッキを押し付け伸ばすことでシールド
マシンが前進し、できた空間にセグメント（トンネル
本体の壁となる1枚の重さ10トン、厚さ65センチメー
トル、長さ1.6メートルのコンクリートパネル）13枚
をリング状に組み立て壁が構築されます。このステッ
プを繰り返すことにより掘り進めていく工事です。

●	見学の様子

外環道大泉ＪＣＴ工事現場
　現在、大泉ＪＣＴ工事現場では、深さ25メートルの
シールドマシン発進立坑でシールドマシンが２基同時
に組み立てられています。既存の道路に挟まれた狭い
場所の工事であるため、工事現場で使用する大型ク
レーン車を使えず、工場で使うような門型クレーンを
使用しています。30トンから200トンを吊り上げるク
レーン３台を使い分けながら、巨大なシールドマシン
を組み立てます。また、工事現場のすぐ横の道路を走
行している人に圧迫感を与えないように、クレーンの
高さにも配慮しているとのことです。

　この工事では一日最大約１万立方メートルの土砂が
発生します。土砂の運搬には通常10トン積トラックで
約2000台が必要ですが、現在供用中の外環道中央分
離帯側に土砂運搬用のベルトコンベヤーを設置し、

25メートルの高さから迫力ある工事を見学

組み立て中のシールドマシンの一部を見て大きさに驚く

「鬼平犯科帳」をモチーフとした江戸情緒あふれる施設外観
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エリア」の「鬼平江戸処」は池波正太郎の時代小説「鬼
平犯科帳」をモチーフにしています。江戸時代「入り
鉄砲に出女」を取り締まったという日光街道「栗橋関
所」や、「日本橋大店」「本所深川」「両国広小路」など、
エイジング技法で古き良き江戸の街並みを再現してい
ます。2013年12月に営業を開始し、昨年度（2017年
度）の来館者数は約280万人。高速道路利用者だけで
なく一般道からも利用できます。参加者は、建物、小物、
看板、グルメ、お土産にいたるまで、江戸の雰囲気を
感じていました。

関東支社道路管制センター
　2016年３月にリニューアルされ、高い耐震性と防
災機能の強化、情報提供や管制運用の高度化を図った
関東支社道路管制センターを見学しました。
　道路管制センターには２つの部門があります。交通
管制部門では、道路状況・気象状況などの情報をお客
さまに提供し、異常事態発生時には現地の交通管理隊
など関係者に処理の指示・要請をします。施設制御部
門では、設備の状態監視および制御と、故障・復旧対応、
トンネル火災発生時には、非常用設備を稼動させ迅速
かつ適切に対処します。
　関東地域と長野県の高速道路を一括管理し、年間約
10万件（１日平均約270件）もの異常事象を処理して
います。広いエリア、膨大な設備を効率良く管理する
ための様々な最新設備が備えられ、管理範囲を一望で
きる国内管制最大規模の大型ディスプレイがこの施設
の特徴です（高さ5.5メートル幅17メートル、55イン
チの高性能液晶画面112面）。大型ディスプレイの大
きさ、表示内容、操作卓の配置は、最新の人間工学の
理論に即して設計されており、スタッフの負担を軽減
するよう配慮されているそうです。

　また、大規模災害発生時こそ、的確な管制業務が行
えるように、建物全体の耐震構造に加え、道路管制室
と各設備を免震構造とすることで、非常時でも被害を
最小限にし、業務を継続できるよう設計されています。
屋上にはヘリポートも備え、電力や水のライフライン
の確保など、非常時に対応すべく様々な備えが確保さ
れています。参加者は、高速道路の非常電話の使い方
などを体験し、終始感心しながら熱心に耳を傾けてい
ました。

●	懇談会の概要

	 ＮＥＸＣＯ東日本と他エリアの会社との大きな違
いはどのようなところですか。

	 ＮＥＸＣＯ東日本が管理する約3900キロメートル

の高速道路のうち約７割が積雪寒冷地域にありま

す。安全な冬季交通を確保するために雪氷対策は

非常に重要で、そこが他社とは大きく違うところ

です。日々、雪との闘いのノウハウを積み重ね、

雪氷対策高度化のための技術の導入をしていま

す。路面凍結対策作業（凍結防止剤の散布）にお

いては、「路面状態判別システム」を搭載した雪

氷巡回車が３～４時間周期で路面状態を把握し、

その情報に基づいて、100メートルごとに散布量

を変えながら自動散布する「凍結防止剤最適自動

散布システム」の現地実験を始めています。今後

は路面状態に応じたより最適な凍結防止剤散布が

可能となり、凍結防止剤の費用削減や道路への塩

害低減も期待されます。

	 道路設備のメンテナンスや管理方法は。
	 メンテナンスは、点検、変状の判定・評価、点検

結果の記録、補修計画の策定、補修実施、その補

修結果の記録、データベース（道路保全情報シス

テム）	への蓄積、というＰＤＣＡ（計画・実行・

評価・改善）サイクルをきちんと回していくこと

が基本です。これまでは人が実施してきたメンテ

ナンスサイクルを、これからはＩＣＴ技術（ドロ－

ン・ロボット・赤外線カメラ・タブレットなど）を

活用して点検作業の効率化や生産性向上を図ると

ともに、マネジメントを向上させるために業務の

高度化・体系化を図ります。将来的にはＡＩを活

用した判断支援など、さらなる進化を目指してい

Q
A

Q

A

道路管制センターの大型ディスプレイを見学  
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きます。ＮＥＸＣＯ東日本は長期的な道路インフ

ラの「安全・安心」確保に向け、維持管理業務の

あらゆる面に最先端の技術を取り込むことを目指

した「スマートメンテナンスハイウェイ」のプロ

ジェクトを2013年から進めています。

	 交通安全の具体的な対策について教えてください。
	 交通事故を防止するために、高齢者の逆走防止対

策として、高速道路本線への合流部にラバーポー

ルの設置、路面表示の拡大、看板の設置や方向別

カラー舗装など様々な対策を推進しています。ま

た、高速道路の暫定二車線区間（中央分離帯がな

い対面通行区間）は、正面衝突事故防止対策とし

て、2017年４月からラバーポールの代わりにワイ

ヤーロープ（ガードロープ）を試行設置していま

す。設置後は死亡事故が発生しておらず、その効

果を認めた国土交通省からも全国的にワイヤー

ロープを設置していく方針が発表されました。

	 2020年の東京オリンピック・パラリンピック開催
に向けて、関東地域の道路整備は進んでいますか。	

	 首都圏では、本日見学をした外環道を含む３環状

道路の整備をしています。外環道千葉側の三郷南

インターチェンジから高谷ＪＣＴ15.5キロメート

ルは今年（2018年）６月２日に開通し、これで外

環道の６割は完成します。外環道の１つ外側の圏

央道（首都圏中央連絡自動車道）は、昨年２月に

成田空港から湘南までが直結となり全長約300キ

ロメートルのうち９割が完成するなどネットワー

クが充実してきています。また、グローバル化へ

の対応として、ＮＥＸＣＯ東日本のホームページ

は４カ国５言語に対応しており、お客さまセンター

（24時間対応）を多言語対応への体制に整え、ハ

イウェイパトロール員がＩＴを駆使して外国語対

応ができるようにすることなどを考えています。

	 エコエネルギー対策（クリーンエネルギー自動車
への対応）は現在どのような状況ですか。

	 低炭素社会実現のための電気自動車普及に向けた

取り組みとして整備を進めている“ＥＶ急速充電ス

タンド”は、現在、ＮＥＸＣＯ東日本管内のＳＡ・

ＰＡのうち139カ所に設置されています。水素ステー

ションについては、まだ水素自動車があまり普及し

ていないこともあり管内に設置はございません。

●参加者からの感想

▶ 大泉ＪＣＴ工事現場では、多くの制約を受けながら、
国内最大級のシールドトンネルを構築する中、近隣
住民や高速道路利用者への細かい配慮、発生土砂の
再利用まで考えられていることに感心しました。

▶ シールドマシンは、ニュースや写真で見たことがあ
りましたが、実物の巨大さに圧倒されました。

▶ 鬼平江戸処の建築物のエイジング加工に驚嘆しまし
た。近年、ＳＡ・ＰＡの施設としての充実ぶりは瞠
目すべきところがあります。一般道からの利用も可
能であるというところが素晴らしいと思います。

▶ 道路管制センターを見学し、高速道路の安全と安心
を確認しました。 高速道路に設置されている非常
電話の取り扱い説明はとてもよく分かりました。

▶ 工事のための車線規制など不便に感じていましたが、
その裏で安全や環境保護、円滑な運用のための甚大
な努力、配慮を知り、頭が下がる思いでした。利用
者の理解を得やすくするためにも、企業側の取り組
みについてもっと情報発信をしてよいと思います。

（文責　主任研究員　井上由美）

●ＮＥＸＣＯ東日本 ご担当者より●

　このたびは、外環道建設現場をはじめ、当社施設の
見学にお越しいただき、ありがとうございました。
　懇談会でいただきました貴重なご意見は、今後の事
業に反映させてまいります。　　　　　　　　　　　
　当社では、お客さまに「安全・安心・快適・便利」
な高速道路空間をご提供できるよう努めてまいりま
すので、引き続きご支援・ご協力をお願いいたします。
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懇談会の様子


